
１
一
は
じ
め
に

　
神
奈
川
区
に
は
、
東
京
湾
に
面
す
る
臨
海
部
、
山

坂
の
連
続
す
る
丘
陵
部
、
キ
ャ
ベ
ツ
畑
が
広
が
る
内

陸
部
等
の
多
彩
な
生
活
圏
が
存
在
し
て
い
る
。
以
下

で
は
神
奈
川
区
内
の
臨
海
部
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
最

近
の
ま
ち
づ
く
り
の
動
き
、
特
色
あ
る
神
奈
川
の
歴

史
、
地
域
を
取
り
巻
く
河
川
・
運
河
等
に
つ
い
て
ふ

れ
て
み
た
い
。

２
一
ま
ち
づ
く
り
の
取
組

①
―
神
奈
川
区
政
七
十
周
年
記
念
事
業

　
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
、
横
浜
市
に
区
制
が

施
行
さ
れ
、
鶴
見
、
中
、
保
土
ヶ
谷
、
磯
子
と
と
も

に
神
奈
川
区
が
誕
生
し
た
。
昨
年
一
九
九
七
年
（
平

成
九
年
）
は
神
奈
川
区
政
七
十
周
年
に
あ
た
り
、
区

民
・
事
業
者
・
行
政
の
三
者
に
よ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
様
々

な
記
念
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

　
中
で
も
「
か
な
が
わ
区
探
検
隊
臨
海
部
ク
ル
ー
ズ
」

「
か
な
が
わ
区
探
検
隊
イ
ベ
ン
ト
列
車
」
は
、
参
加

者
が
普
段
と
は
違
う
視
点
か
ら
臨
海
部
を
体
験
し
新

し
い
魅
力
を
発
見
で
き
る
良
い
機
会
で
あ
っ
た
。

「
臨
海
部
ク
ル
ー
ズ
」
は
、
大
桟
橋
を
出
発
し
て
み

な
と
み
ら
い
2
1
地
区
、
神
奈
川
区
臨
海
部
、
ペ
イ
ブ

リ
ッ
ジ
等
を
船
で
見
学
す
る
ツ
ア
ー
で
、
八
月
八
日
、

二
十
八
日
の
二
日
間
に
二
百
九
十
六
人
が
参
加
し
た
。

「
イ
ベ
ン
ト
列
車
」
は
、
臨
海
部
と
羽
沢
地
区
を
通

る
東
海
道
貨
物
線
を
貸
切
列
車
で
走
る
ツ
ア
ー
で
、

八
月
二
十
三
日
に
実
施
し
三
百
八
十
七
人
が
参
加
し

た
。
（
写
真
―
１
：
臨
海
部
を
走
る
イ
ベ
ン
ト
列
車
）

②
―
神
奈
川
区
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
三
十
六
景

　
神
奈
川
区
で
は
、
「
ふ
る
さ
と
神
奈
川
区
」
を
再

発
見
し
地
域
へ
の
理
解
と
愛
着
を
よ
り
深
め
て
も
ら

う
た
め
、
一
九
九
〇
年
度
（
平
成
二
年
度
）
に
地
域

に
親
し
ま
れ
て
い
る
風
景
や
魅
力
あ
る
眺
望
点
等
の

中
か
ら
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
「
神
奈
川
区
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
三
十
六
景
」
を
選
定
し
た
。
各
所
に
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
サ
イ
ン
を
設
置
し
た
り
、
散
歩
道
の
モ
デ

ル
コ
ー
ス
を
設
定
す
る
等
、
区
民
に
親
し
ま
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　
臨
海
部
に
は
、
「
子
安
浜
と
漁
船
」
「
中
央
卸
売
市

場
本
場
」
「
運
河
と
船
の
あ
る
風
景
」
「
瑞
穂
橋
付
近
」

「
神
奈
川
の
台
場
跡
」
等
の
数
多
く
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ

ン
ト
が
あ
り
、
区
内
で
も
有
数
な
魅
力
あ
る
地
域
と

な
っ
て
い
る
。

③
―
区
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
区
民
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り

で
臨
海
部
に
関
連
す
る
も
の
に
は
、
河
川
・
運
河
や

歴
史
を
テ
ー
マ
と
し
た
活
動
が
多
い
。
例
え
ば
、
神

奈
川
区
臨
海
部
に
広
が
る
河
川
・
運
河
の
環
境
を
向

上
さ
せ
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
活
動
、
神
奈

川
の
歴
史
の
調
査
研
究
や
公
開
講
座
の
開
催
等
を
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
活
動
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
活
動
グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る

「
神
奈
川
宿
」
の
調
査
研
究
だ
け
で
な
く
、
旧
東
海

道
に
関
連
す
る
他
区
や
他
団
体
と
の
交
流
・
連
携
を

広
げ
な
が
ら
、
区
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て

い
こ
う
と
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み
も
見
ら
れ
る
。

④
―
新
し
い
ま
ち
の
活
力

（
ア
）
　
新
子
安
駅
西
地
区
で
進
む
再
開
発

　
Ｊ
Ｒ
新
子
安
駅
西
地
区
の
約
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区

域
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二
年
）
し
ゅ
ん
工

予
定
で
再
開
発
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
京
浜
臨

海
部
の
玄
関
口
と
し
て
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
商
業
施

設
、
集
合
住
宅
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
等
が
建
設
さ
れ
、

地
域
拠
点
機
能
の
強
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
産

業
道
路
の
拡
幅
、
交
通
広
場
、
歩
行
者
デ
ッ
キ
、
公

園
の
新
設
等
の
都
市
基
盤
の
整
備
も
行
わ
れ
る
。

　
（
写
真
－
２
一
新
子
安
駅
西
地
区
再
開
発
完
成
予
想

模
型
）

（
イ
）
　
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
進
出

　
近
年
、
神
奈
川
区
臨
海
部
へ
の
研
究
開
発
系
企
業

の
進
出
が
目
立
っ
て
い
る
。
「
テ
ク
ノ
ウ
ェ
イ
ブ
1
0
0
」
、

臨海部を走るイベント列車写真―１写真―２　新子安駅西地区再開発完成予想模型

１
―
は
じ
め
に

２
―
ま
ち
づ
く
り
の
取
組

３
―
神
奈
川
歴
史
の
町
並
み

４
―
神
奈
川
区
臨
海
部
を
取
り
巻
く
河
川
・

　
　
運
河

５
―
区
民
に
身
近
な
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち

　
　
へ
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②
神
奈
川
区
臨
海
部
の
特
色
と
ま
ち
づ
く
り
の
課
題



「
ニ
ュ
ー
ス
テ
ー
ジ
横
浜
」
は
、
新
浦
島
地
区
の
工

場
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ー
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
で
、
先
端
技
術
産
業
や
ソ
フ
ト
関
連
企
業
等

が
入
居
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
施
設
は
一
般
に
開
放

さ
れ
て
い
る
。
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｖ
Ｐ
）
」
は
、
守
屋
町
に
米
国
企

業
の
共
同
事
業
場
と
し
て
建
設
中
の
ビ
ル
で
、
一
九

九
八
年
（
平
成
十
年
）
し
ゅ
ん
工
の
予
定
で
あ
る
。

吻
　
生
産
・
研
究
開
発
拠
点
の
集
積

　
神
奈
川
区
臨
海
部
に
は
、
自
動
車
関
連
を
始
め
と

す
る
企
業
の
工
場
、
研
究
所
等
が
多
く
立
地
し
て
い

る
。
「
日
産
自
動
車
横
浜
工
場
」
は
、
同
社
創
立
と

同
時
に
開
業
し
日
本
で
初
め
て
自
動
車
の
量
産
体
制

を
確
立
し
た
伝
統
あ
る
工
場
で
、
現
在
は
主
に
エ
ン

ジ
ン
や
ア
ク
ス
ル
部
品
（
車
軸
部
品
）
を
生
産
し
て

い
る
。
「
マ
ツ
ダ
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
横
浜
」
は
、
同

社
が
国
内
外
に
持
つ
四
つ
の
開
発
拠
点
の
一
つ
で
あ

り
、
最
先
端
技
術
や
デ
ザ
イ
ン
等
を
研
究
開
発
し
て

い
る
。
（
写
真
―
３
：
日
産
横
浜
工
場
に
展
示
さ
れ

て
い
る
ダ
ッ
ト
サ
ン
ー
号
車
）

３
一
神
奈
川
歴
史
の
町
並
み

①
―
東
海
道
神
奈
川
宿

　
神
奈
川
宿
は
、
江
戸
時
代
に
東
海
道
五
十
三
次
の

宿
場
町
と
し
て
定
め
ら
れ
、
現
在
の
神
奈
川
区
臨
海

部
に
位
置
し
て
い
た
。
今
で
は
宿
場
町
の
面
影
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
当
時
の
絵
図
に
は
、
滝
の

川
を
は
さ
ん
で
東
側
に
神
奈
川
本
陣
、
西
側
に
青
木

本
陣
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
神
奈
川
は
東
海
道

の
中
で
も
景
勝
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、
特
に
、
神
奈

川
台
（
現
在
の
台
町
）
か
ら
見
る
袖
ヶ
浦
の
風
景
の

素
晴
ら
し
さ
は
、
安
藤
広
重
の
「
東
海
道
五
拾
三
次

之
内
神
奈
川
」
や
十
返
舎
一
九
の
「
東
海
道
中
膝
栗

毛
」
に
も
登
場
し
て
い
る
。

②
―
神
奈
川
と
日
本
の
開
港

　
一
八
五
四
年
（
安
政
元
年
）
の
日
米
和
親
条
約
に

引
き
続
き
、
一
八
五
八
年
（
安
政
五
年
）
に
は
神
奈

川
を
含
む
四
港
の
開
港
を
盛
り
込
ん
だ
日
米
修
好
通

商
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
れ
以
後
、
イ
ギ
リ
ス
等

の
諸
外
国
と
も
同
様
の
条
約
を
結
び
、
開
港
を
ひ
か

え
た
各
国
に
は
神
奈
川
宿
内
の
寺
院
が
外
国
公
館
に

割
り
当
て
ら
れ
た
。
本
覚
寺
（
高
島
台
）
は
ア
メ
リ

カ
領
事
館
に
、
浄
瀧
寺
（
幸
ヶ
谷
）
は
イ
ギ
リ
ス
領

事
館
に
、
慶
運
寺
（
神
奈
川
本
町
）
は
フ
ラ
ン
ス
領

事
館
に
、
長
延
寺
（
神
奈
川
新
町
）
は
オ
ラ
ン
ダ
領

事
館
に
割
り
当
て
ら
れ
、
さ
ら
に
、
成
仏
寺
（
神
奈

川
本
町
）
は
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
宿
舎
に
、
甚
行
寺

（
青
木
町
）
は
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
に
、
普
門
寺
（
青

木
町
）
は
イ
ギ
リ
ス
士
官
宿
舎
に
そ
れ
ぞ
れ
当
て
ら

れ
た
。
ヘ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
で
有
名
な
ヘ
ボ
ン
博
士

は
成
仏
寺
に
滞
在
し
、
宗
興
寺
（
幸
ヶ
谷
）
に
施
療

所
を
開
い
て
い
た
。

　
し
か
し
、
神
奈
川
が
東
海
道
に
面
す
る
要
所
で
あ
っ

た
た
め
に
、
そ
の
後
、
横
浜
を
開
港
地
と
す
る
こ
と

に
な
り
、
神
奈
川
宿
内
に
あ
っ
た
諸
外
国
の
領
事
館

等
も
次
々
と
横
浜
へ
移
っ
て
い
っ
た
。
（
写
宣
―
４
：

フ
ラ
ン
ス
領
事
館
が
あ
っ
た
慶
運
寺
）

③
―
神
奈
川
宿
歴
史
の
道

　
　
「
神
奈
川
宿
歴
史
の
道
」
は
、
東
海
道
の
宿
場
町

と
し
て
繁
栄
し
た
歴
史
や
、
今
も
語
り
継
が
れ
る
浦

島
太
郎
等
の
伝
説
を
た
ど
っ
て
訪
ね
歩
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
景
観
整
備
し
た
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
散

歩
道
で
あ
る
。
歴
史
や
伝
説
を
残
す
要
所
に
は
絵
図

写真―３　日産横浜工場に展示されているダットサン１号車

や
古
地
図
等
の
歴
史
的
資
料
と
わ
か
り
や
す
い
解
説

に
よ
る
ガ
イ
ド
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
主
要

ル
ー
ト
の
歩
道
上
の
茶
色
の
レ
ン
ガ
タ
イ
ル
に
沿
っ

て
歩
く
と
次
の
ガ
イ
ド
パ
ネ
ル
に
行
き
着
く
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
パ
ネ
ル
前
の
歩
道
や
街
路

灯
に
は
東
海
道
に
ち
な
ん
だ
青
海
波
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
が
、
歩
道
の
車
止
め
に
は
浦
島
伝
説
に
ち
な
ん
だ

亀
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
住
む
人
も
訪
れ
る
人
も
楽
し

め
る
町
並
み
と
な
っ
て
い
る
。
［
写
真
―
５
：
神
奈

川
宿
歴
史
の
道
）

４

神
奈
川
区
臨
海
部
を
取
り
巻
く
河
川
・

運
河

一
　
特
集
・
京
浜
臨
海
部
再
編
整
備
・
Ⅱ
京
浜
臨
海
部
再
編
整
備
に
向
け
て
の
実
践
④
市
民
に
開
か
れ
た
京
浜
臨
海
部

写真―４　フランス領事館があった慶運寺神奈川宿歴史の道写真一５
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①
―
河
川
・
運
河
の
成
立

　
神
奈
川
区
臨
海
部
は
、
内
陸
側
に
住
宅
や
商
業
等

が
密
集
す
る
既
成
市
街
地
が
帯
状
に
広
が
り
、
海
側

に
埋
立
地
と
そ
の
間
を
河
川
・
運
河
が
縦
横
に
流
れ

る
地
形
と
な
っ
て
い
る
。
埋
立
地
に
は
企
業
の
工
場

等
の
業
務
系
施
設
が
集
積
し
、
こ
れ
ら
の
埋
立
地
を

つ
な
ぐ
よ
う
に
東
海
道
貨
物
線
が
通
っ
て
い
る
。

　
神
奈
川
区
臨
海
部
の
埋
立
地
と
河
川
・
運
河
の
成

立
は
明
治
時
代
ま
で
遡
る
。
最
初
の
海
岸
線
の
埋
立

は
幕
末
の
神
奈
川
台
場
の
構
築
だ
が
、
本
格
的
な
埋

立
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
期
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

鉄
道
用
地
の
埋
立
か
ら
始
ま
り
、
や
が
て
横
浜
港
の

繁
栄
と
と
も
に
そ
の
重
要
性
に
注
目
し
た
実
業
家
等

に
よ
っ
て
工
業
用
地
と
し
て
水
面
の
埋
立
が
進
ん
で

い
っ
た
。

　
現
在
の
入
江
川
派
川
で
は
、
内
陸
側
の
民
家
が
密

集
す
る
町
並
み
と
、
ハ
イ
テ
ク
ビ
ル
や
研
究
所
等
が

立
ち
並
ぶ
近
代
的
な
埋
立
地
の
様
子
が
、
派
川
を
は

さ
ん
で
共
存
す
る
風
景
が
見
ら
れ
る
。

②
―
河
川
・
運
河
周
辺
の
施
設

（
ア
）
　
横
浜
市
中
央
卸
売
市
場
本
場

　
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
に
東
日
本
で
最
初
に

開
設
さ
れ
た
歴
史
あ
る
市
場
で
、
約
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
広
大
な
敷
地
で
は
、
毎
日
早
朝
か
ら
青
果
や
魚
等

が
せ
り
等
に
よ
り
取
引
さ
れ
、
活
況
を
呈
し
て
い
る
。

今
年
の
十
月
十
八
日
に
は
「
市
場
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
る
。
（
写
真
―
６
：
横
浜
市
中
央
卸
売
市
場
本

場
の
せ
り
の
様
子
）

④
　
神
奈
川
下
水
処
理
場

５

区
民
に
身
近
な
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち

へ

　
一
九
七
八
年
（
昭
和
五
十
三
年
）
に
横
浜
市
で
七

番
目
の
処
理
場
と
し
て
運
転
を
開
始
し
た
。
神
奈
川

区
、
西
区
、
保
土
ヶ
谷
区
の
大
部
分
と
鶴
見
区
、
旭

区
、
港
北
区
の
一
部
を
対
象
に
下
水
処
理
を
し
て
い

る
、
本
市
で
も
最
大
規
模
の
処
理
場
の
一
つ
で
あ
る
。

毎
年
、
千
人
程
度
の
見
学
者
が
あ
る
ほ
か
、
一
九
九

八
年
（
平
成
十
年
）
夏
休
み
に
は
、
処
理
場
紹
介
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
だ
い
ち
ゃ
ん
ラ
ン
ド
」
が
開
催

さ
れ
、
親
子
連
れ
で
賑
っ
た
。

（
ウ
）
　
横
浜
ノ
ー
ス
・
ド
ッ
ク
、
神
奈
川
ミ
ル
ク
ー
プ

　
ラ
ン
ド

　
い
ず
れ
も
戦
後
に
米
軍
に
接
収
さ
れ
た
施
設
で
、

瑞
穂
ふ
頭
に
あ
る
横
浜
ノ
ー
ス
ー
ド
ッ
ク
は
物
資
輸

送
の
中
継
拠
点
と
し
て
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

亀
住
町
他
に
あ
る
神
奈
川
ミ
ル
ク
・
プ
ラ
ン
ト
は
米

軍
関
係
者
向
け
の
乳
製
品
を
製
造
す
る
施
設
で
あ
っ

た
が
、
一
九
九
八
年
（
平
成
十
年
）
九
月
末
に
閉
鎖

さ
れ
、
横
浜
ノ
ー
ス
・
ド
ッ
ク
内
に
代
替
の
施
設
と

し
て
建
設
さ
れ
る
冷
蔵
倉
庫
完
成
後
に
返
還
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

（
エ
）
　
出
田
町
ふ
頭

　
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
十
九
年
）
に
ニ
バ
ー
ス
が
、

さ
ら
に
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
か
ら
一
九

六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
に
か
け
て
ニ
バ
ー
ス
が

建
設
さ
れ
た
。
広
さ
約
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ふ
頭
に

は
、
バ
ナ
ナ
専
用
上
屋
や
青
果
上
屋
が
あ
り
、
横
浜

港
の
バ
ナ
ナ
の
陸
揚
げ
は
主
に
こ
の
ふ
頭
で
行
わ
れ

て
い
る
。
現
在
、
岸
壁
の
老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め
、

バ
ー
ス
の
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
（
写
真
―

７
：
出
田
町
ふ
頭
航
空
写
真
）

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
神
奈
川
区
臨
海
部

は
、
歴
史
的
な
ま
ち
で
あ
る
と
と
も
に
、
河
川
・
運

河
と
い
う
独
特
な
地
形
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
。
こ

の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
歴
史
」

「
河
川
・
運
河
」
で
、
こ
れ
ら
を
軸
と
し
た
環
境
整

備
に
よ
る
魅
力
あ
る
空
間
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
人
江
川
派
川
や
神
奈
川
下
水
処
理
場
周

辺
の
常
磐
川
等
で
は
、
以
前
と
比
べ
て
水
質
が
良
く

な
り
、
魚
や
水
生
生
物
が
増
え
、
カ
ワ
セ
ミ
や
カ
モ

類
等
の
水
辺
の
鳥
た
ち
も
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
沈
船
・
廃
船
等
の
放
置
船
の
数

は
一
向
に
減
ら
ず
、
護
岸
の
老
朽
化
と
と
も
に
、
水

辺
の
環
境
悪
化
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
内
陸
側
に
市
街
地
を
か
か
え
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
内
陸
側
と
臨
海
部
と
を
結
ぶ
ア
ク
セ

ス
が
弱
い
こ
と
や
市
民
開
放
施
設
の
少
な
さ
等
か
ら
、

区
民
に
と
っ
て
臨
海
部
が
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
と
は
言
い
難
い
。

　
臨
海
部
を
区
民
に
開
か
れ
た
身
近
で
う
る
お
い
の

あ
る
ま
ち
と
す
る
た
め
に
は
、
水
辺
環
境
を
改
善
す

る
と
と
も
に
、
臨
海
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
強
化
を
図

る
等
、
内
陸
部
と
臨
海
部
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

く
り
が
課
題
と
考
え
る
。

　
　
　
〈
神
奈
川
区
区
政
推
進
課
企
画
調
整
係
長
〉

写真―６　横浜市中央卸売市場本場のせりの様子
出田町ふ頭航空写真写真―７
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